
2,601件

　■達成度　　Ａ：｢目標値を達成している｣（達成率 100%以上）　　　Ｂ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%以上100%未満｣
　　　　　　　　　 Ｃ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%未満｣　　 Ｎ：「実績値が把握できない等の理由で，判定できない」
　■達成率（%）　フロー型の指標：実績値／目標値　　ストック型の指標：（実績値－初期値）／（目標値－初期値）
　　　　　　　　　　　目標値を下回ることを目標とする指標：（初期値－実績値）／（初期値－目標値）

4,430億円

41件
概ね順調3

豊かな農林水産資源と結
びついた食品製造業の振
興

149,343,813

製造品出荷額等（食料品製造業）（億円）

企業立地件数（食品関連産業等）（件）

(平成24年)

(平成22～
24年累計)

Ａ

Ａ

Ａ

(指標測定年度)

製造品出荷額等（食料品製造業を除く）（億
円）

Ｂ

政策の状況

政策で取り組む内容
　今後の宮城県経済の成長のためには，県外の需要を獲得することが重要であり，製造業を中心として強い競争力のある産業を創出
する必要がある。このため，県内企業と関係機関の連携を強化し，技術・経営革新を一層促進する。
　特に，県内製造業の中核である電気機械製造業を中心に，基盤技術力の向上や関連企業の誘致，産学官の密接な連携のもとで，
県内の学術研究機関の持つ技術力や研究開発力を活用した高度技術産業の育成を推進し，国際的にも競争力のある産業集積を図
る。
　また，自動車関連産業においては，岩手・山形両県などの東北各県と連携しながら，これまで培ってきた我が県の強みを生かして集
積を促進する。
　食品製造業は，個々の事業者の競争力の向上が課題となっており，今後豊富な第一次産品や，水産加工業を中心としたこれまで
の関連産業の集積などの強みを生かした高付加価値な製品の開発を促進し，食品製造業を成長軌道に乗せる。
　こうした取組により，平成28年度までに，電機・電子，自動車関連，食品製造業の製造品出荷額の2割以上の増加を目指す。
　さらに，次代を担う新たな産業については，我が県の特性や製造業の成長過程を踏まえて，可能性の高い分野を見極め，将来の集
積形成に向けた取組を行っていく。

施策
番号

施策の名称
平成25年度
決算（見込）
額（千円）

目標指標等の状況 施策評価

政策を構成する施策の状況

29,812億円
(平成24年)

実績値 達成
度

1
地域経済を力強くけん引
するものづくり産業（製造
業）の振興

153,581,828

産業技術総合センターによる技術改善支援
件数（件）

(平成22～
25年度累計)

Ａ

やや遅れ
ている

「宮城の将来
ビジョン」にお

ける体系
政策名 1

政策担当部局

評価担当
部局

震災復興・企画部,環
境生活部,保健福祉
部，経済商工観光
部,農林水産部，企
業局

経済商工観光部

育成・誘致による県内製造業の集積促
進

評価対象年度 平成25年度 政策評価シート 政策 1

平成26年度政策評価・施策評価基本票

2,672件

製造品出荷額等（高度電子機械産業分）（億
円）

8,373億円
Ｃ

(平成24年)

製造品出荷額等（自動車産業分）（億円）
2,600億円

Ｃ
(平成24年)

企業立地（食品関連産業等を除く）件数
（うち高度電子機械産業，自動車関連産業
及びクリーンエネルギー産業）（件）

46件
(28件)

Ｃ
(平成22～
24年累計)

企業集積等による雇用機会の創出数（人分）
［累計］

約7,700人分
Ｃ

(平成25年度)

2
産学官の連携による高度
技術産業の集積促進

557,097 概ね順調
知的財産の支援（特許流通成約）件数（件）
［累計］

213件
Ｃ

(平成25年度)

１事業所当たり粗付加価値額（食料品製造
業）（万円）

25,635万円
Ａ

(平成24年)

産学官連携数（件）［累計］
(平成25年度)
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政策を推進する上での課題と対応方針　（原案）

課題 対応方針
・施策1について，内陸部と沿岸部の復旧・復興の状況格差を踏
まえ，地域の状況に応じたきめ細やかな対策を講じる必要がある。

・施策2について，一貫した支援体制の構築や企業ニーズの把
握，対応の強化が必要である。

・施策3について，本県の農林水産資源や食品製造業を取り巻く
環境は大変厳しい状況にあり，販路や供給力の回復・拡大につな
げる支援を継続するなど，地域の実情に応じたきめ細かな対応が
必要である。

・施策1について，県内各市町村と連携し，事業用地の確保をはじ
めとした重点分野企業の誘致，集積に対応する事業を推進してい
く。また，内陸部では復旧の次の段階として取引拡大・販路開拓
等の支援事業，沿岸部では引き続き施設設備の復旧・復興を支
援するなど，地域の状況に応じたきめ細やかな支援を行う。

・施策2について，「産」のニーズを重視した産学連携を指向し，有
効で効率的な事業展開を目指すとともに，県民に向けて事業内
容や成果の広報・周知に努める。

・施策3について，企業訪問等を通じた事業者や地域のニーズ把
握に努めるとともに，「宮城ふるさとプラザ」や物産展などを活用し
た県産品のイメージアップ，商談機会の創出・提供による新たな販
路確保や人材育成支援に取り組む。

■　政策評価　（原案） 概ね順調

評価の理由・各施策の成果の状況

・育成・誘致による県内製造業の集積促進に向けて3つの施策により取り組んだ。
・施策1の地域経済を力強くけん引するものづくり産業（製造業）の振興について，各指標に関連する事業について，概ね計画どおり
執行され，一定の成果があったところである。しかし，沿岸部において事業再開に至らない事業者がまだ多いこと，製造品出荷額等も
震災前までに回復していない業種もあり，更に直近の鉄工業生産指数でも水準に回復していない状況となっている。
・施策2の産学官の連携による高度技術産業の集積促進については，2つの指標のうち1指標で目標値には達しなかったものの，産学
官連携数については医療・健康機器分野での企業育成が図られた。
・施策3の豊かな農林水産資源と結びついた食品製造業の振興については，地域実情に応じた支援や，販路回復・拡大支援，農林
水産物・県産加工品の高付加価値化の推進に取り組み，3つの指標とも目標値を達成した。
・以上から，沿岸部では事業再開等が遅れているものの，各指標に対する事業については計画どおり執行されていることから，概ね
順調と判断する。
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